
セメントに防水性を付与するセメント改質・混和型防水剤

白華の原因となる遊離石灰と反応し、水に不溶の石灰類
を生じさせることで白華を減少させる効果があります。

水の浸透を抑制するため、内部鉄筋の腐食を防止して、
コンクリートの寿命を延ばします。

アスファルト防水層のように表面保護する必要がありま
せん。また、モルタルの塗り重ねも可能です。

標 準 仕 様

荷　　姿

基礎工事、地下室工事、地下道工事、プール工事などコンクリートやモルタル
の簡易防水

18ℓ一斗缶、4ℓポリ缶 (1 ケース 4缶入り）、1ℓポリ缶 (1 ケース 18 缶入り )

用　　途

調　合　例

調合例 施工量混合割合（防水剤10倍希釈の場合） 施工方法



■接着力を発揮させるために、下地の処理・清掃を完全にして下さい。
■気温が５℃以下の時は使用は控えて下さい。
■施工中及び施工後、硬化前に降雨・積雪の恐れのある場合は施工を見合わせて下さい。
■トーヨーセメント防水剤は水で希釈してから投入して下さい。
■耐寒剤との併用はできますが、トーヨーセメント防水剤を水で希釈してから耐寒剤を混ぜて下さい。
■トーヨーセメント防水剤を混入したコンクリートは練り置きしないで下さい。
■夏季における太陽の直射には注意して下さい。
■打ち込み中、打ち込み後１週間程度は、水圧を加えないで下さい。
■コンクリート施工を行う場合は、トーヨーセメント防水剤を 15 ～ 30 倍希釈して練り水として使用
して下さい。

試 験 結 果試 験 項 目

凝結試験

安定性試験

強さ試験

吸水試験

透水試験

始発時間　（時－分）

終結時間　（時－分）

外　観

曲げ強さ比（％）

圧縮強さ比（％）

吸水比

1時間後

5時間後

24 時間後

透　水　比




